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会 議 録 

 

１ 附属機関等の会議の名称 

  丹波篠山市立城東保育園・かやのみ幼稚園あり方検討委員会 

 

２ 開催日時 

  令和５年７月２６日（木）１９時００分から２０時３０分まで 

 

３ 開催場所 

  城東公民館 第１研修室 

 

４ 会議に出席した者の氏名 

  委 員 長 酒井隆明 

副委員長 丹後政俊、金崎美和 

委    員 中西幸治、小嶋昇、代理倉康隆（森田新治）、山田俊朗、不破崇行、炭野彩

子、松本匠平、辻野富子、山内祥子、讃岐貴洋、出口陽正、倉眞智子 

オブザーバー 向井千尋 

  事 務 局 丹波篠山市教育委員会事務局こども未来部長 稲山悟、こども未来部次長兼 

保育教育課長 西嶋睦美、子育て企画課長 竹見朋子、子育て企画係長 宇 

杉裕子、保育教育課長補佐 森田育樹、園管理係長 小林智彦、管財契約課 

営繕係長 田中健、市民生活部地域振興課長（城東地区振興担当）尾形繁 

 

５ 傍聴人の数 

  ０名 

 

６ 議題及び会議の公開・非公開の別 

  全て公開 

 

７ 非公開の理由 

  該当なし 

 

８ 会議資料の名称 

  第１回丹波篠山市立城東保育園・かやのみ幼稚園あり方検討委員会資料 
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９ 会議次第 

（１）開会 

（２）委嘱状の交付 

（３）市長あいさつ 

（４）自己紹介 

（５）協議事項 

①副委員長の選出について 

②会議の公開に係る会議録の発言者の表記方法について 

③城東保育園・かやのみ幼稚園の概要について 

 （ア）あり方検討課題について 

 （イ）市内の公立保育園・幼稚園・こども園の概要について 

④意見交換                             

（ア）城東保育園・かやのみ幼稚園のあり方について 

   ⑤保護者からの意見徴取について 

 （６）その他 

（７）次回の開催日 

   第２回丹波篠山市立城東保育園・かやのみ幼稚園あり方検討委員会 

    日時 令和５年９月２７日（水）１９時～ 

    場所 城東公民館 

    内容 アンケート結果について 

（８）閉会 

 

10 協議の概要 

（１）副委員長の選出について 

   委員の互選により、金崎美和委員が副会長に選出された。 

（２）会議の公開に係る会議録の発言者の表記方法について 

    伏せた形とすることとした。 

（３）城東保育園・かやのみ幼稚園の概要について 

    事務局から資料により説明 

（４）意見交換 

（委員長） 

 １つは現在の保育園・幼稚園を改修してやっていくのか、保育園・幼稚園を一体化させて

こども園にするのかのどちらかになると思います。 

市内では、こども園化をしてきたのは、味間、たき、現在今田のこども園を来年 4 月に開

園予定です。 
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保護者の皆さんいかがですか。 

（委員 A） 

 自身も日置地区の出身で城東保育園とかやのみ幼稚園を卒園していて、自分がいたところ

に我が子が通っているというのは非常に感慨深いことはあるのですが、逆に言えば自分がい

た時と建物が一緒で、他の園と比べると老朽化の話もそうだと思いますし、資料を見ている

と自分の親世代の時に建てられた建物を改修して使うよりは新しい建物になった方が子ど

もも過ごしやすいと思うことが１つと、保護者からすると、幼稚園と保育園に子どもが通っ

ているのですが、働きながらお預けすることを考えると 2 ヶ所に分かれて連れて行くよりは

同じところの方がありがたいと思います。 

（委員 B） 

 私も両方通っているのですが、朝忙しい中大変なので、1 ヶ所でお預かりをお願いできるの

はメリットがあると思います。 

（委員 C） 

 この事業は過疎債が使えるのですか。 

（委員長） 

 適用になると思いますが、それは別にして意見を出していただけたらと思います。 

（委員 D） 

 これから先のことを考えると、老朽化の工事に入るにしても財源が必要なので、そこでお

金をかけて、数年後に新たなものを建てるとなるとお金がかかってしまうので、こども園に

するべきと思います。 

（委員長） 

 皆さん、こども園化を目指して検討していくということでよろしいでしょうか。 

（委員） 

 はい。 

（委員長） 

 こども園化を目指して検討を進めたいと思います。 

 進め方として主にどういうことを決めていかないといけないのかということと、保護者ア

ンケートを取ろうとしているのですが、その説明をお願いします。 

（事務局） 

 （6）保護者からの意見徴取でございます。本日両園保護者代表の方４名も来ていただいて

おり、意見も頂戴しましたが、可能であれば両園に在籍していただいている保護者の方にも

ご意見をいただけたらと考えております。方法としましては、アンケートの実施または保護

者の前で説明していただきたいということでしたら意見交換会のどちらかを考えています

ので、両園の保護者、または園長先生よりご意見がいただけたらと思います。 

（委員 E） 
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 9 月入ってからアンケートを取るのがいいと思います。意見交換会を案として挙げていた

だいておりますが、説明するというよりシンプルなアンケートで十分かと思います。 

（委員 F） 

 保育園は特に夏休みとかありませんので通常に来ていますが、幼稚園と合わせた方がいい

かなと思いますので 9月入ってからしていただけたらと思います。 

（委員長） 

 9 月に入ってからアンケート取って、その結果を踏まえてここで話になりますね。 

（事務局） 

 はい、そうです。 

（委員長） 

 あり方検討委員会ではこども園化を目指して取り組むが、保護者の意見も聞きながらとい

うことですので、アンケートで聞いたうえでこの会を進めていきたいと思います。 

 他でもこのような会で進めてきたのですが、場所をどこにするかということと、その場所

でどのような配置にして、どのような構造にするかなど保護者の意見、要望などを聞きなが

ら、また最終的には園の名前をどうするかになるかと思います。 

 建設の方向で進めていきますが、市の段取りもあります。あり方検討委員会で決めたこと

を尊重してその通りになるように、それが実現できるように取り組んでいきます。ただし、

ここで決めたことが絶対ではなく、施政は市長が決めたから動くのではなくて、全て市議会

の了解が必要ですので、議会に報告しながら進めていきますので、ここで決めたことが無条

件で実現できるわけではないが、実現に向けて努めていきますのでご理解をお願いします。 

 それでは、こども園化を含めて、あるいは城東地区の子育て施策を含めて、保護者の方か

らご意見、要望などありましたらお願いします。 

（委員 G） 

 篠山出身ではないので、特に意見はございません。 

（委員 H） 

 日置に会社があり、城東保育園に預けていて、長女は現在 10 歳で以前、味間こども園に

お世話になっていました。こちらはまだよくわからないのでご意見は申し上げられないので

すが、味間こども園もちょうど保育園からこども園になった時に長女が 2 歳で行きまして、

きれいな園舎でトイレトレーニングとかも気持ちよくできたかなと思っています。 

（委員長） 

 味間のこども園はいっぱいになってしまいまして、新しくにしき保育園のところに増設し

たり、他の保育園に預けていただく方も支援したりしています。 

（事務局） 

 市内で数年前から待機児童が出ているということで、具体的に本年度から動いています。

1 つは市長から説明があったように、味間認定こども園の中に施設を増やすことが非常に厳
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しい状況にありまして、第 2 希望、第 3 希望に書いていただいている近隣の西紀保育園に 1

室、低年齢児を受け入れる施設を今年度増築しようとしています。また、ソフト事業としま

して、第 3 希望園までに入れなくて、遠方の園に通っていただくことになった方に少しです

が通所に係る経費として補助金を出すように本年度から始めさせていただいて、何とか待機

児童が 1 人でもなくなるように、また皆さんに園の方に通っていただけるように頑張ってい

るところです。 

（事務局） 

 合わせて保育士の配置基準が変わろうといています。今でも保育士が非常に不足していま

す。保育士を探している状況ですが、市内では人材確保が難しい状況なので、大学に直接行

って大学生の皆さんに是非とも丹波篠山市に来てほしいとか、潜在保育士といって保育士の

資格を持ちながら働かれていない方にもう一度仕事に復帰していただけないかなというこ

とで、保育士確保の事業も実施しておりますのでお知り合いで保育資格のお持ちの方がおら

れたらよろしくお願いしたいです。 

（委員 A） 

 城東地区は人が減って、多紀の方は子どもが増えていると聞いておるのですが、住んでい

る方が増えているのか移住の方が増えているのですか。 

（委員長） 

 多紀は移住の方が増えています。特に福住地区は 10 年ぐらい前から、若い方を増やそう

と取り組みをされていたのがうまくいって、家が増えたり、移住したいという方が増えいて、

空き家を探しておられるので、本年度自治会長さんにお世話になって空き家を活用しようと

しています。こういったところは都会の方から見ても住みたいところになってくるので自信

を持って取り組みをいただいています。 

 ふるさと一番会議を開催したのですが、多紀地区は若い女性の方が来ていただいていて、

その方は移住者で、こんな子育てをしたいとかみんなに声をかけていきたいとか皆さんの前

で言っていただいたので地域の皆さんも勇気づけられたと思います。 

（委員 B） 

 私は 10 年ほど前に来まして、こちらで子どももおおきくなって、2 番目の子はクラスメー

トが 10 人ぐらいしかいなくて少なかったので増えたらいいなと思います。 

（委員長） 

 丹波篠山市の教育を教育長よりお願いします。 

（副委員長） 

 少ないという意見がありましたが、今は 1 クラス 40 人でしたが、多いということで、小

学校は順番に 35 人にしています。来年度の小学校は 35 人学級になって、中学校はそのよう

な方向でいくと思います。一人一人を丁寧に見ていくことを大事にしようというのが国の方

針です。今までは全体の授業を進めていくのに注力していたと思うのですが、一人一人を丁
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寧に見ていくという個人に適した学びの環境ととらえて一人一人の個性、特性に応じ、更に

ITC が進んできていて、一人一台端末も子どもたちは使いこなしますし、紙で調べる子は紙

で調べたりして個性を伸ばしていくのには少人数がいきてくると思っています。1 人で自分

の学びを進めていくのも大事なのですが、これからの社会は 1 人の力で問題を解決できると

いうことではないので、みんなの知恵を出し合ってやっていくのが大事だと思います。 

丹波篠山市のいいところはと先生方に聞いても、地域の応援が熱いですという声を聞きます。 

地域で一緒に育てようという思いを大事にしながら、自然の中で子どもたちを育てる、そう

いう教育をやっております。 

（委員長） 

 それぞれ何かありましたら一言ずつお願いします。 

（委員 J） 

 子どもも大きくなって、孫はおりますが、学校とは疎遠になってしまって、保育園と幼稚

園には子どもも通いましたが、私はこども園ってどうなのかなと思うのが実態で、意見を言

うのにも何を言っていいのか分からなく、保護者の意見を尊重していただけたらと思います。

場所はどこがいいとかは言えますが、中身のことを言われても現在では分からないので孫の

意見も聞いて言えたらと思います。 

（委員 K） 

 味間とたきと今田の定員は何人ですか。どの程度の規模になっていくのか、建物は平屋建

てですか。 

（事務局） 

 現在建築を進めております今田こども園の定員は 120 人となっております。ただ、120 人

の子どもが集まってくるのかというわけではなくて、最大で 120人までということですので、

実際に入られる子どもの数は 70～80 人ぐらいと思っております。建物は平屋建てとなって

おります。次に、たきこども園は定員が 115 人で現在の園児数は今年度、58 人です。昨年度

まではもう少し多かったのですが本年度減りました。年によっては子どもの数にも波があり

ますので今年度は少し少なく 58 人です。建物は平屋建てとなっております。味間認定こど

も園につきましては、条例上の定員としては 460人となっておりますが、現在の施設の使い

方からすると 460人は大きい数字になっておりまして、実際の園児数が 297 人で約 300 人と

なっています。建物は敷地の都合もありまして 2階建てとなっております。城東地区でこど

も園となった場合、人数規模としては今田と同じで 120 人定員規模を想定しています。 

（委員 F） 

 いちばん会議にでも出ていたが、老朽化してますので、最低限修理、改築はしていただき

たい。事故等が起こらないよう考えていただきたい。 

（委員長） 

 どれぐらいの時期に完成させようと事務局思っておられますか。 
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（事務局） 

 今回、過疎地域持続的発展計画の中でも出てきた話で、そちらの計画年度が令和５年から

７年度になっておりますので、先ほども財源の話が出たのですが、有利な財源を使うとなる

と令和７年度までに建物が建てればいいかなと考えております。 

（委員 K） 

 現在味間に待機児童がいるとおっしゃったのですが、定員 460 人に対して 300 人で、空い

ているにも関わらず待機児童がいるということは保育士のことなのか、安全性を確保するた

めにこの人数で抑えておられるのかどうなんでしょうか。 

（事務局） 

 味間の件ですが、最初に造った施設で、こども園を造れば遊戯室というものを作るのです

が、味間の場合、遊戯室を使う前提で定員設定をしています。ところが、実際運営をしてい

く中で、遊戯室だけで 100 人設定をしています。実際始まっていくとこれ以上できないとい

うことで 100人分を外した状況で園運営ができている状態が 300人の人数で運営をしていま

す。そういった状況から、味間を建てた以降は味間こども園周辺の田んぼが全て埋まってい

る状態で、宅地開発も進んで、当初の予定よりも 1.5 倍以上ぐらいで宅地開発が進んでいま

す。その結果、味間地区に待機児童が出ている状況です。市長が先ほど申し上げましたが、

本来なら味間地区で待機児童が出ているので建物を建てれば一番いいのですが、全部土地も

埋まってしまっていますし、これ以上場所がないということで味間ではなくて西紀に増築を

させていただいて待機児童の解消に議会にご理解をいただいてやっている状況です。 

（委員 K） 

 待機児童を分散させる意味においても、近隣の保育園等で受け入れができることが望まし

いと思います。定員によって園庭や園舎の設置基準があると思いますが、１園に集中してい

る現状を考え、できるだけ分散して子どもが近くの園に通えることを目指していくことが重

要だと思います。子どもの活気が地域の活性化につながる気がします。 

令和７年度に向けての計画ですので、その年度の予想人口数も総合的に見ていかないとい

けないと思います。 

 それと、先ほど保育士等の確保の問題が出ておりましたが、学生は地元での就職を希望し

ますが、採用試験が遅く不安になり、阪神間を受験します。阪神間の募集は正職員で時期も

早く、かなり積極的にアピールしてきます。学生も不安なため早く決めたいという思いから

受験する傾向にあります。公立は入園数や財政等の問題もあり、採用試験が少し遅くなるこ

とが保育士確保の難しさになっているのではないかと思われます。 

（事務局） 

 職員の件はその通りです。大学の方に行って、丹波篠山市の試験日の発表が遅いと、本当

は受けようと思っていたのですけどもというような話を聞かせていただいたので、直接近隣

の大学の方に行かせていただいて、キャリアサポートセンターの職員の方とお話をさせてい
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ただきました。そういった状況も人事担当に伝えさせていただいて、県内保育士の取り合い

になっているので、丹波篠山市は少しだけですけども去年よりも早くさせていただいており

ます。流れとして 4 月採用ということではなくて、U ターンの方とかそういった方があれば

年度途中の採用もありますので、幼保職に関しては 12 月以降の採用ということで一般職と

分けています。正職員については何とか確保できている状況ですけれども、阪神間辺りも各

市が補助金を保育士さんためにつけてたチラシが各大学に届いております。そういうのも一

つかなと思いますが、ある大学に行かせていただいたら、お金はいつか切れますよ、だから

地元の方が丹波篠山市の保育士になって、子どもたちを育てていくのが一番いいのではない

ですかということ言っていただいたので、丹波篠山市はそういったところまでは行っていま

せんでしたので、本年度初めて大学の方に園見学ツアーや保育就職フェアをさせていただい

て、丹波篠山市の保育教育の良さを先生になろうという方に伝えていって何とか頑張りたい

と思いますが、それでも不足すれば次の確保策にいかなければいけないと思っております。 

（委員 L） 

 自治会の会長ということで、保育園、幼稚園の老朽化が進んでいるということで、声をあ

げさせていただいております。より良いものになるように協力させていただきます。 

（委員 E） 

 小学校の校長もしているのですが、こども園になろうが幼稚園のままであろうが、年長の

次は小学校 1年生ですので、滑らかな接続は意識していかないといけないと思っております。

幼稚園なら PTA も一緒で行事等も一緒にやることもありますが、こども園になればその辺は

意識してやっていかなければいけないかなと思っております。 

（委員 F） 

 0 歳から 5 歳までの発達段階を踏まえた健やかな成長と連携を上手く繋げながら一つにな

ればいいと思いますし、地域の方や保護者の方の意見も聞いていただいて、良い方向に進ん

でいけばいいと思っております。 

（委員 D） 

 丹波篠山出身ですが、10 年ほど丹波市に住んでました。その時のことを思うと息子が成人

しているがその頃にこども園が出来て、新しい園舎で始めてこども園を経験したので、子ど

ももきれいなところで設備も整っていてのびのびしていて、行く保護者も気持ちよく過ごせ

て、丹波篠山に帰ってきて、こども園がなくて遅れているなと感じてしまいました。幼稚園

教諭の不足等聞かせていただいていると、私も前の職業は学校で勤務していた経験があるの

ですが、学校現場で先生がストレスでしんどいのは身に染みて分かっているのですが、幼稚

園の先生が不足しているのは待機児童の関係もあるのでしょうけど、実際先生がしんどくっ

て、新卒で採用されて、正職員で働いても、実際働いてみたら職員間の問題等もあって、せ

っかく幼稚園教諭を夢見てなっているのに辞めている人が実際多くいて不足しているので

はないかなと思います。自分の経験上、大きな学校、人数が多い学校で働くと職員の負担も
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大きく、丹波篠山市の３５人学級はすごくいいなと思います。一番しんどかったときは、４

０人クラスを７クラス、３学年を 1 人で見てたんです。家庭科でしたら 1 人しか配置されな

いので、何百人と 1 人で見てて、恐ろしい勤務実態で、そうなると先生方も自分の仕事でい

っぱいいっぱいになって、４０人クラスを 1 人で見るのは本当にしんどくって、そうなると

子どもたちも窮屈になってしまうので、こども園も大きすぎるものを最初に造るのはよくな

いなと思います。小さい学校、１学年１クラスとか２クラスの学校で働いたときは気持ち的

にも余裕があって、子どもと接するのもやさしくなって、職員室の雰囲気もすごく和やかで

一体感が生まれていたのを経験しているので、大きいのがダメではないのですが、地域性も

あるのですが、丹波篠山はそれがいいところなのでいいところを活かして、必要以上に受け

入れの定員を掲げたらすごいというイメージはあるのですが、必要以上に掲げる必要はない

と思います。味間の定員を４６０人が定員ですが実際の人数が減ってしまっているなら、定

員を４６０人ではなく変えてしまえばいいのではないかと思います。それだけを聞いた人は

何でと思うのも解消されるのではないかなと思うのです。大きすぎずここに見合った定員を

考えて取り組んでいったらいいのではないかと思いました。 

（事務局） 

 丹波市さんはこども園の法律ができた時に、市の方針として旧町全部にこども園を造って

いくということで、当時は教育委員会にあったそうですが、市長部局の方で全部されたと聞

いております。そういったことで旧町毎に順番にやりましたとお話しを聞かせていただきま

した。丹波市は市立ではなくてそれぞれ法人化をして、地域で順番に造られて、丹波市のこ

ども園化は全部完成したということです。 

（委員長） 

 丹波市は私立のこども園化を進めてこられて、丹波篠山市は公立の幼稚園を大事にしてこ

られて、丹波篠山市も私立の保育園あるんです。ささやまこども園と富山こども園と私立の

こども園があるんです。４,５年前に幼稚園をやめてこども園の方に行ってもらおうと思っ

て、地域や保護者の会をつくってやったのですが、駄目だったんです。賛成が得られなかっ

たんです。幼稚園教育が必要だと強い要望があったんです。ささやまこども園も富山こども

園ももともと保育園がこども園になったので、イメージとして保育園のイメージが強くて、

保護者の皆さんは幼稚園教育を受けさせたいという意見が強く、私立への一本化ができなく

て、幼稚園を置いているんです。将来は私立のこども園に統合していくけれども、今すぐは

こども園の教育が評価されていないのでそのようにしましょうと話をしたのが４,５年前で

す。丹波篠山市は幼稚園教育を大事にされてきたと思うのですが、保育園でも教育しますし、

一体化することに越したことはないということで、公立のこども園をすることは賛成でした。 

（委員 L） 

 ５頁の現在の城東保育園の園児数ですが、３６名になっていますが、実際城東在住の園児

は何人ですか。 
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（委員 F） 

 本年度３月までで４３名になります。０歳児は６名の定員で６名全員城東地区の子どもで

す。１歳は１２名で４名が城東地区です。２歳児は１１名で６名が城東地区です。３歳児に

関しては１４名いて７名が城東地区で、計２３名、４３名中２３名なので半分ぐらいです。

あとの２０名はほかの地域で岡野や味間、西紀や大山であったり、色々な地域から来られて

います。 

（委員 L） 

 自分の村を見てみても小学生が１人で隣の集落みても小学生がいなく、子どもがいない現

状にあるのですが、こども園があったらいいなと思うのですが、議会で言ったら費用対効果

とか言われ、子どもがいないのに何億もお金をかけてと言われそうなんですが、未来への投

資だと思って城東らしいこども園を造って、住み続けていけるようにしないといけないなと

思います。お金をかけて人がいない中で投資していくので何か城東らしさというか一工夫い

るのではないかと思いました。昨日、男女共同参画の講演会があって、講師先生が最後に今

言われている異次元の少子化対策は少し違うと思いますと、それは子育て支援ばかり言って

ても子どもは増えませんよと、何が大事かというと多様な生き方、結婚しない人もいるし、

子どもをつくらない人もいる、一番問題は子どもを持っている人は４人も５人も持っている

が、結婚しない人や子どもがいない人が増えてることが問題で多様な生き方を認めていくよ

うな柔軟な地域になっていかないと子どもは増えないと思いますと言われたのですが、これ

がこども園とはつながらないのですが、こども園の意義は地域の子育てを考えるのがもう一

つの意義なので、地域の子育てであったり、地域福祉の拠点がこども園であるから、特に少

子高齢化の激しい城東なので何か工夫があったらといいのかなと思ったのと、先ほど言われ

た保育士の配置基準が変わるらしいが、色々な時代の転換期の中で城東のこども園を造るの

は何か意義があるのではないかなと思います。 

（委員長） 

 城東にこども園を整備しようというのは地域の方の強い意向でした。子育ての拠点を作っ

て、子育てをする環境整備することによって地域が活性化していったらと思っておりますの

でよろしくお願いいたします。今後の日程はどうされますか。 

 （事務局） 

 こども園化で皆さんのご意見が得られたと思いますが、保護者の皆さんの意向が一番大事

かなと思いますので、アンケートを取ったうえで次の会を９月の終わりか１０月の初めにこ

の場で確認が出来れば次の段階、場所はどこにするのかという話になってくるかと思います。

場所については、皆さんから出していただいて、実際に場所を見に行ったりして合意を得た

経緯があります。それが出来ればどういった園舎の配置にしていくのかというような流れに

なっていきます。年内中ぐらいには出来ればと思っております。 
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（委員長） 

 次回はアンケートをした結果で９月ですかね。 

（事務局） 

 ９月に入りましたらアンケートを実施させていただいて、その集約も見込みまして、９月

２７日（水）で考えてますがいかがでしょうか。 

（委員長） 

 それでは次回は９月２７日（水）午後７時からよろしくお願いいたします。 


